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お 客 様 各 位

(参考)

前日比 1ヶ月前比 1月13日

対ドル BRL 3.1103 3.0852 -0.0251 -0.1324 3.2176

対円 JPY 36.57 37.04 +0.47 +1.46 35.58

対ユーロ BRL 3.2965 3.2611 -0.0354 -0.1636 3.4247

対ドル JPY 113.74 114.26 +0.52 -0.23 114.49

対ユーロ JPY 120.54 120.86 +0.32 -1.01 121.87

Index 66,968 66,713 -255 +3,061 63,652

bps 217.1 217.7 +0.6 -34.7 252.4

% 10.34 10.35 +0.01 -0.71 11.06

% 11.58 11.59 +0.01 -0.35 11.94

% 1.039 1.039 +0.000 +0.016 1.023

Index 192.1 192.3 +0.2 -2.2 194.5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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Treasury Department

昨日のドルレアルスポット相場は、イエレン議長の議会証言を受けて利上げ期待が高まったことから３．１２台

後半まで一時ドル買いレアル売りが優勢となる局面も見られたが、ブラジル中銀が６０００枚（３億ドル相当）の

スワップロールオーバーを再開したことや、ブラジル下院が３月１６日に年金改革案を提出するとの見通しを

示したことで引けにかけては急速にドル売りレアル買いが進行。節目の３．１０を割れると、２０１５年６月以来

の水準となる３．０８台前半で取引を終えた。イエレン議長は昨日、上院銀行委員会の公聴会で証言を行い、

①緩和解除を長く待ち過ぎるのは賢明ではない。待ち過ぎればＦＯＭＣは最終的に急速なペースでの利上

げを迫られる可能性が有り、金融市場を混乱させ経済をリセッションに追いやるリスクが生じる、②利上げが

どの会合になるかは正確には言えない。全ての会合が予断を持たず協議するライブな会合である、③大半の

ＦＯＭＣメンバーは、年内に数回利上げをするのが適切との結論に達している、等の見解を示した。

米格付会社Ｍｏｏｄｙ’ｓのＢａｒｔ Ｏｏｓｔｅｒｖｅｌｄ氏は昨日サンパウロでインタビューに応え、①ルセフ大統領の
弾劾以降、ブラジル経済は改善している、②ブラジルに関しての最大の疑問は、「いつ成長と雇用が戻るか」
である、③格上げの前に、まずは見通し（現在「ネガティブ」）について議論する必要がある、と発言した。


